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方眼上の道のり 

 

 方眼上で直線と直線が交わるところに，３点Ｐ，Ｑ，Ｒを置き，直線をたどっていったときの点と点の間

の道のりをもとめます。例えば，図１の場合は，ＰとＱの間が８，ＱとＲの間が５，ＲとＰの間が９なので，

小さい順に並べて，（５，８，９）となります。 

 

   図１      図２            図３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）図２のように点Ｐ，Ｑを置いてから，点Ｒを置いたところ，道のりが（３，４，５）になりました。

図２において，点Ｒの位置として考えられるところに○印をつけなさい。 

 

 

（２）点Ｐ，Ｑを図３のように１５の道のりで置いてから，点Ｒを置いたところ，道のりが 

（１５，１７，２２）になりました。点Ｒの位置として考えられる場所は，何か所ありますか。 

 

 

（３）点Ｐ，Ｑを３０の道のりで置きました。このとき，道のりが（３０，４５，４９）になるように点Ｒ

を置こうとしたところ，点Ｒの位置として考えられる場所は，あアあか所ありました。あアあに入る

最も大きい数を答えなさい。 

 

 

（４）点Ｐ，Ｑをあイあの道のりで置きました。このとき，道のりが 

（あイあ，あイあ＋１２，あイあ＋２１）になるように点Ｒを置こうとしたところ，点Ｒの位置とし

て考えられる場所は（あイあ×３－１３）か所ありました。このとき，あイあにあてはまる数を答え

なさい。ただし，点Ｐ，Ｑは図２や３のように，真横や真上・真下に並んでいないものとします。 
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方眼上の道のり （１）解説の図④参照 （２）２８か所 （３）６８ （４）２５ 

 

（１）点Ｐから４の道のりの位置に印をつけると，図①の影をつけた○になります。影をつけた○は正方形

の辺上に並びます。これらのうちで，点Ｑから３の道のりの位置を選べばよいので，図②の２か所にな

ります。同様に，点Ｐから３，Ｑから４の道のりの位置は図③のようになりますから，図④が答えとな

ります。 

 

図①          図②          図③          図④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）（１）の結果から，４か所になりそうですが，しっかりと検証をしてみます。点Ｐから２２の道のり

の場所は，図⑤の正方形の辺上に並びます。ここで点Ｑから真上に１７の道のりの場所を考えると，ち

ょうど点Ｐから２２の道のりの正方形の辺に重なります。よって，図⑥のように２つの正方形は辺が重

なって，点Ｐから２２，点Ｑから１７の道のりの場所は，１３＋１＝１４（か所）になります。 

 

図⑤                  図⑥ 
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   点Ｐから１７，点Ｑから２２の道のりの場所を示す正方形も，図⑦，⑧のように辺が重なって， 

１３＋１＝１４（か所）になります。 

 

図⑦             図⑧ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   以上より，点Ｒの位置として考えられる場所は，１４×２＝２８（か所）です。 

   また，図⑥と図⑧をくらべると，ＰＱを結ぶまっすぐな線のちょうど真ん中の点を中心として点対称

になっています。このことに気づいていれば，図⑦と⑧を使った検証は不要で，１４×２＝２８（か所）

と求めることができます。 

 

（３）図⑨のように，点Ｐから３０の道のりと４９の道のりの正方形をかい

て考えます。点Ｑは３０の道のりの正方形の辺上にあるので，Ｑから 

４５の道のりの正方形が図⑩のように，Ｐから４９の道のりの正方形と

辺が重なる位置にきたときに，点Ｒの位置として考えられる場所は最も

多くなります。 

   図⑩においてａは１９，ｂは４５－１９＝２６，ｃは２６÷２＝１３

となるので， 

ａ＋ｃ＝１９＋１３＝３２より，影をつけた部分で３２＋１＝３３か所，反

対側で１か所の３４か所が点Ｒの位置として考えられる場所です。（２）の

最後で確認したように，点Ｐから４５で点Ｑから４９の道のりの正方形を考

えた場合も同じく３４か所なので，３４×２＝６８（か所）です。 
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（４）図⑪のようにａ，ｂ，ｃをとります。ａはｂと等しいかより大きいものとすると，３点Ｐ，Ｑ，Ｒの

間の道のりは，（ａ＋ｂ，ｂ＋ｃ，ａ＋ｃ）となり，点Ｒの位置として考えられる場所は， 

｛１＋（ｃ＋１）｝×２＝ｃ×２＋４（か所）となります。 

 

   図⑪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あイあ＝ａ＋ｂであることから， 

（ａ＋ｂ，ｂ＋ｃ，ａ＋ｃ）＝（ａ＋ｂ，ａ＋ｂ＋１２，ａ＋ｂ＋２１）となるので， 

ｃ＝ａ＋１２＝ｂ＋２１，ａ＝ｂ＋９，といったことがわかります。点Ｒの位置として考えられる場所

は，ｃ×２＋４＝（ａ＋１２）×２＋４＝ａ×２＋２８（か所）です。また， 

あイあ×３－１３＝（ａ＋ｂ）×３－１３＝（ａ＋ａ－９）×３－１３＝ａ×６－４０となるので， 

ａ×２＋２８＝ａ×６－４０より，ａ×４＝６８となるので，ａ＝１７，ｂ＝８より， 

あイあは１７＋８＝２５です。 
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